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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　腫瘍親和性光感受性物質が蓄積した被検者の腫瘍部位に対してＰＤＴ用レーザー光を照
射することによって治療を行うために用いられる電子内視鏡装置であって、
　対物レンズを嵌め込まれた撮像窓が先端部に形成されているとともに、全体として長尺
状に形成された体腔内挿入部と、
　前記対物レンズによる像の形成位置に面状に配置された多数の画素からなる受光部，及
び、前記受光部の全画素に蓄積された電荷が転送される転送部を有し、電子シャッターパ
ルスが入力されると前記受光部の各画素に蓄積された電荷を前記転送部に転送することな
くリセットし、読み出しタイミング信号が入力されるとその時点で前記受光部の各画素に
蓄積されていた電荷を一挙に前記転送部に転送し、その後入力される読み出し信号に応じ
て前記転送部に転送されている各画素の電荷を映像信号として出力するカラーＣＣＤと、
　前記対物レンズの前方に可視帯域のレーザー光を照射するレーザー光学系と、
　前記カラーＣＣＤから出力される映像信号中の赤色成分の強度に基づいて、当該映像信
号がハレーションを生じないレベルとなる電子シャッタースピードを算出する電子シャッ
タースピード算出部と、
　所定の周期で前記読み出しタイミング信号及び読み出し信号を生成して夫々前記カラー
ＣＣＤに入力するとともに、前記読み出しタイミング信号のパルスの入力タイミングまで
の時間が前記電子シャッタースピード算出部によって算出された電子シャッタースピード
と合致するタイミングで、前記電子シャッターパルスを生成して前記カラーＣＣＤに入力
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するＣＣＤ駆動回路と
を備えたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　前記電子シャッタースピード算出部は、前記映像信号中の赤色成分の強度を所定の参照
値と比較して、前者が後者よりも高ければシャッタースピードを短くし、前者が後者より
も低ければシャッタースピードを長くする
ことを特徴とする請求項１記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　前記ＣＣＤ駆動回路は、前記読み出し信号として垂直駆動信号のパルス及び水平駆動信
号のパルスを生成して前記カラーＣＣＤに入力するとともに、前記読み出しタイミング信
号のパルスを生成してから前記電子シャッターパルスを生成するまでの間にも、前記水平
駆動信号のパルスを生成する毎に、前記電子シャッターパルスを生成して前記カラーＣＣ
Ｄに入力する
ことを特徴とする請求項１記載の電子内視鏡装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検者に腫瘍親和性光感受性物質を投与した状態で、被検者の腫瘍に対して
比較的低出力のレーザー光を照射することによって腫瘍を滅失させるＰＤＴ（Photodynam
ic Therapy：光線力学的治療）に用いられる電子内視鏡装置に、関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡を通じて患者の体腔内に導入されたレーザー光を用いて、当該患者の体腔内壁に
生じた腫瘍部位を治療する治療法として、ＰＤＴ（Photodynamic Therapy：光線力学的治
療）が開発されている。このＰＤＴとは、例えばヘマトポルフィリン誘導体のような物質
が腫瘍に親和性を有すとともに、特定波長のレーザー光（以下、単に「レーザー光」とい
う）を照射されると活性酸素発生に因り殺細胞作用を生じることを利用した治療法である
（なお、このような性質を持った物質は、一般的に、「腫瘍親和性光感受性物質」と呼ば
れている）。
【０００３】
　具体的には、ＰＤＴによる治療を行う場合には、術者は、予め患者に腫瘍親和性光感受
性物質を静脈内注射する。すると、この腫瘍親和性光感受性物質は腫瘍部位により多く取
り込まれるとともに、正常組織に取り込まれた腫瘍親和性光感受性物質は比較的短時間で
排出されるので、所定時間経過後には、腫瘍部位にのみ腫瘍親和性光感受性物質が蓄積さ
れていることになる。そこで、術者は、患者の体腔内に電子内視鏡の体腔内挿入部を挿入
して、腫瘍部にその先端を対向させる。そして、この電子内視鏡の処置具チャンネルにレ
ーザープローブを挿入して、その先端を体腔内挿入部の先端に開口した鉗子口から突出さ
せて、腫瘍部にレーザー光を照射する。すると、腫瘍部位に蓄積している腫瘍親和性光感
受性物質は、ＰＤＴ用レーザー光の作用によって一重項酸素などの活性酸素を生成して、
腫瘍部位の細胞に対して殺細胞作用を及ぼすのである。
【０００４】
　以上の作用が有効に生じるにはある程度の時間の経過（１０～３０分）を要するので、
その間、レーザー光が腫瘍部位から逸れないように、術者は、電子内視鏡を把持したまま
、当該電子内視鏡の先端に組み込まれた撮像素子によって撮像されてＴＶモニター上に表
示される映像を、監視し続けなければならない。
【０００５】
　ところが、このレーザー光の出力は、レーザーメスと異なり腫瘍部を焼き切るものでは
ないので２００ｍＷ程度で足りるものの、電子内視鏡において通常観察用に用いられる照
明光よりも、十分にエネルギー密度が大きい。そのため、かかる照明光の強度に合わせて
Ｆナンバーが設定されている対物レンズを通じてレーザー光の反射光が撮像素子に入射す
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ると、図６（ｂ）のグラフに示すように、当該撮像素子の受光部を構成する各フォトダイ
オード（画素）に蓄積する電荷が即時に飽和してしまうことにより、ＴＶモニター上に表
示される映像にハレーションが生じてしまって、肝心の腫瘍部位もレーザープローブの先
端も見えなくなってしまうという問題がある。
【０００６】
　この問題を解決する対策としては、例えば、ＰＤＴ用レーザー光と同じ波長の波長帯域
の光のみを遮断するレーザーカットフィルタ（バンドパスフィルター）を対物レンズと撮
像素子との間の光路中に介在させることが考えられる。
【０００７】
　しかしながら、ＰＤＴ用レーザー光として機能する光の波長は、腫瘍親和性光感受性物
質の物性に依存するところ、現在発見されている腫瘍親和性光感受性物質に対して活性酸
素生成作用を生じさせるレーザー光の波長は、何れの物質に対するもの（６３０ｎｍ，６
６４ｎｍ）も、可視帯域（赤色帯域）に含まれている（波長が６６４ｎｍであるレーザー
光の分光特性を図７ｂに示す）。従って、このような帯域の光を遮断するために、図７ａ
に示すような透過率特性を有するレーザーカットフィルタを、対物レンズと撮像素子との
間に固定的に設けると、撮像素子によって通常観察時に撮像される映像は、遮断される帯
域の情報を含まない色再現性の悪いものとなってしまう。しかも、上述した６３０ｎｍ，
６６４ｎｍを含む赤色帯域は、内視鏡検査において重要な情報源である赤の色を含んでい
るので、撮像される映像は、血管の状態や出血の状態すら写り込まないものとならざるを
得ない。結局、かかるレーザーカットフィルターを対物レンズと撮像素子との間に組み込
んだ内視鏡は、ＰＤＴ用にしか利用できないものとなっていたのである。
【０００８】
　だからといって、かかる固定式のレーザーカットフィルターの代わりに、下記特許文献
１に記載されたような可変式のフィルターを組み込んで、ＰＤＴ処置時と通常観察時とで
切り換えることは、体腔内挿入部の先端におけるスペース上の限界に因り、現実的ではな
い。
【０００９】
　一方、本出願人の出願にかかる下記特許文献２に記載の電子内視鏡装置では、撮像素子
によって撮像タイミングに同期させて、各フレームにおける第１フィールドでのみ照明光
をを照射するとともに第２フィールドでのみレーザー光を照射することとし、第１フィー
ルドの画像信号のみに基づいて、ＴＶモニター上に映像を表示させるためのビデオ信号を
生成している。このシステムによれば、通常の電子内視鏡を使用できるにも拘わらず映像
にハレーションが全く生じないというメリットがあるが、レーザー光の照射が断続的にな
ってしまうので、レーザー光の強度が同じであれば、トータルの処置時間が倍に伸びてし
まうという問題がある。
【特許文献１】特開平１１－９７０７号公報
【特許文献２】特開２００６－１３０１８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本発明は、電子シャッター機能を備えるＣＣＤを電子内視鏡の撮像素子として
用い、この電子シャッター機能を利用することにより、レーザーカットフィルターを用い
ることなくハレーションの生じない映像信号を得ることができ、しかも、レーザー光を連
続的に照射することによってトータルの処置時間を最短に抑えることができる電子内視鏡
装置システムの提供を、課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために案出された本発明による電子内視鏡装置は、腫瘍親和性光感
受性物質が蓄積した被検者の腫瘍部位に対してＰＤＴ用レーザー光を照射することによっ
て治療を行うために用いられる電子内視鏡装置であって、対物レンズが嵌め込まれた撮像
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窓が先端部に形成されているとともに、全体として長尺状に形成された体腔内挿入部と、
前記対物レンズによる像の形成位置に面状に配置された多数の画素からなる受光部，及び
、前記受光部の全画素に蓄積された電荷が転送される転送部を有し、電子シャッターパル
スが入力されると前記受光部の各画素に蓄積された電荷を前記転送部に転送することなく
リセットし、読み出しタイミング信号が入力されるとその時点で前記受光部の各画素に蓄
積されていた電荷を一挙に前記転送部に転送し、その後入力される読み出し信号に応じて
前記転送部に転送されている各画素の電荷を映像信号として出力するカラーＣＣＤと、前
記対物レンズの前方に可視帯域のレーザー光を照射するレーザー光学系と、前記カラーＣ
ＣＤから出力される映像信号中の赤色成分の強度に基づいて、当該映像信号がハレーショ
ンを生じないレベルとなる電子シャッタースピードを算出する電子シャッタースピード算
出部と、所定の周期で前記読み出しタイミング信号及び読み出し信号を生成して夫々前記
カラーＣＣＤに入力するとともに、前記読み出しタイミング信号のパルスの入力タイミン
グまでの時間が前記電子シャッタースピード算出部によって算出された電子シャッタース
ピードと合致するタイミングで、前記電子シャッターパルスを生成して前記カラーＣＣＤ
に入力するＣＣＤ駆動回路とを、備えたことを特徴とする。
【００１２】
　このように構成された電子内視鏡装置によれば、ＰＤＴによる処置を行うために、レー
ザー光学系によって可視帯域のレーザー光が、腫瘍親和性光感受性物質が蓄積している腫
瘍部に照射され、その反射光が、この腫瘍部を撮像しているカラーＣＣＤの受光部に入射
した場合には、このＣＣＤから出力される映像信号のレベルが一時的に飽和してハレーシ
ョンを生じそうになるが、電子シャッタースピード算出部が、この映像信号中の赤色成分
の強度に基づいてハレーションを生じない電子シャッタースピードを算出して、ＣＣＤ駆
動回路に伝達する。すると、このＣＣＤ駆動回路は、読み出しタイミング信号のパルスの
入力タイミングまでの時間が前記電子シャッタースピード算出部によって算出された電子
シャッタースピードと合致するタイミングで、電子シャッターパルスを生成して、該ＣＣ
Ｄに入力する。すると、このＣＣＤでは、電子シャッターパルスが入力されることにより
、それまでに受光部を構成する各画素において蓄積され（しかも、多くの場合飽和し）て
いる電荷がリセットされ、それ以後次の読み出しタイミング信号のパルスが入力されるま
での間に、受光される光に基づいて、電荷が蓄積される。この蓄積時間は、電子シャッタ
ースピード算出部によって算出されたシャッタースピードと合致しているので、該ＣＣＤ
からの映像信号は、映像信号がハレーションを生じないレベルに抑えられるのである。
【００１３】
　なお、本発明において、レーザー光学系は、体腔内挿入部の先端部に埋め込まれたレー
ザーダイオードから構成されていても良いし、被検者の体外に配置されたレーザー装置に
よって射出されたレーザー光を、光ファイバー（バンドル）によって体腔内挿入部の先端
部まで導光する構成であっても良い。後者の場合、光ファイバー（バンドル）は、体腔内
挿入部に内蔵されていても良いし、体腔内挿入部に引き通された処置具チャンネル内に挿
入された光プローブであっても良い。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように構成された本発明の電子内視鏡装置によると、レーザーカットフィルター
を用いることなくハレーションの生じない映像信号を得ることができ、しかも、レーザー
光を連続的に照射することによってトータルの処置時間を最短に抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、添付図面に基づいて、本発明を実施するための形態について、説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施例である電子内視鏡装置の外観図であり、図２は、その内部構
造を示す概略図である。図１に示されるように、この電子内視鏡装置１は、電子内視鏡１
０，光源プロセッサ装置１２，レーザー装置１３，レーザープローブ１４及び、ＴＶモニ
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ター６０を、備えている。
【００１７】
　図１及び図２に示される電子内視鏡１０は、具体的には、体腔内に挿入されるために細
長く形成されている体腔内挿入部１０ａ，その体腔内挿入部１０ａの先端部分を湾曲操作
するためのアングルノブや切換スイッチ５６等を有する操作部１０ｂ，操作部１０ｂと光
源プロセッサ装置１２とを接続するための可撓管１０ｃ，及び、この可撓管１０ｃの基端
に設けられたコネクタ１０ｄを、備えている。そして、体腔内挿入部１０ａの先端面には
、配光レンズ１６が組み込まれた照明窓と、対物レンズ１５が嵌め込まれた撮影窓とが、
形成されている。そして、この体腔内挿入部１０ａの内部には、対物レンズ１５によって
形成された被検部の像を撮影して画像信号に変換するＣＣＤ（受光部における各画素上に
ＣＧＭＹカラーモザイクフィルターが被せられたカラーＣＣＤ）１７が、組み込まれてい
る。このＣＣＤ１７は、対物レンズによる像の形成位置に面状に配置された多数の画素か
らなる受光部，及び、受光部の全画素に蓄積された電荷が伝送させる伝送部を、有してい
る。
【００１８】
　ＣＣＤ１７から出力された画像信号を伝送するための画像信号ケーブル１９は、体腔内
挿入部１０ａ，操作部１０ｂ及び可撓管１０ｃ内を引き通されて、コネクタ１０ｄの端面
から突出する電気コネクタ１０ｆに含まれる何れかの端子に導通している。
【００１９】
　この画像信号ケーブル１９と並行して、体腔内挿入部１０ａ，操作部１０ｂ及び可撓管
１０ｃ内には、ガラス製光ファイバを束ねてなるライトガイドファイババンドル（以下、
単に「ライトガイド」という）２０が、引き通されている。このライトガイド２０の先端
は、体腔内挿入部１０ａの先端部内において配光レンズ１６に対向し、その基端は、コネ
クタ１０ｄの端面から突出した金属製のパイプである口金２１内に、挿入されて固定され
ている。
【００２０】
　さらに、これら信号ケーブル１９及びライトガイド２０と並行して、体腔内挿入部１０
ａからコネクタ１０ｄまで、コネクタ１０ｄ内に組み込まれたＣＣＤ駆動回路（電子シャ
ッタードライバ）１１からＣＣＤ１７に対して撮像素子駆動信号（電子シャッターパルス
，読み出しタイミング信号，読み出し信号［垂直駆動信号，水平駆動信号］，等）を供給
するための複数本の駆動信号ケーブル１８が、引き通されている。
【００２１】
　撮像素子駆動信号及び映像信号とＣＣＤ１７の各端子との入出力関係を図３に示し、そ
のタイミングを図４乃至図６のタイミングチャートに示す。
【００２２】
　図３に示されたように、読み出しタイミング信号は、ＣＣＤ１７のＴＧ端子に入力され
、ＣＣＤ１７に対して、図４ａ，図５ａ，図６ａに示すように、受光部を構成する各列の
全画素（フォトダイオード）に蓄積された電荷を、夫々、各画素列に併設された垂直ＣＣ
Ｄ（転送部）に転送させる（インターライン・トランスファ方式の場合）。
【００２３】
　電子シャッタターパルスは、ＣＣＤ１７のＶｓｕｂ端子に入力され、ＣＣＤ１７の受光
部の基板電圧に印加される。その結果、電子シャッターパルスの立ち上がりにより、受光
部を構成する各フォトダイオードのアノード－カソード間電位差が無くなるので、そこに
蓄積されていた電荷が除去される（リセットされる）。その後、電子シャッターパルスが
立ち下がると、電荷の蓄積が再開される。
【００２４】
　垂直駆動信号は、ＣＣＤ１７のＶdriv.端子に入力されて、その立ち下がり毎に、ＣＣ
Ｄ１７に対して、上記各垂直ＣＣＤに転送された電荷を、各垂直ＣＣＤの末端に連続して
設けられた一個の水平ＣＣＤ（転送部）に向けて、一画素づつシフトさせる。但し、この
垂直駆動信号は、ＮＴＳＣにおける垂直帰線期間に相当する期間においてはＨｉｇｈの状
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態を保つ。この期間を垂直ブランキング期間と言い、その期間内に、上記読み出しタイミ
ング信号が入力される。
【００２５】
　水平駆動信号は、ＣＣＤ１７のＨdriv.端子に入力されて、その立ち下がり毎に、水平
ＣＣＤに転送されている各列の画素の電荷をその末端（Ｏｕｔ端子）に向けて、一画素づ
つシフトさせる。但し、この水平駆動信号は、ＮＴＳＣにおける水平帰線期間に相当する
期間においてはＨｉｇｈの状態を保つ。この期間を水平ブランキング期間と言い、その期
間内に、上記垂直駆動信号のパルスが一つ入力されるのである。図５（ｄ）に示すように
、一の水平ブランキング期間と次の水平ブランキング期間との間の水平映像期間内におい
て、水平駆動信号がＨｉｇｈ／Ｌｏｗする毎に、一画素分の画像信号がＯｕｔ端子から出
力されることにより、結果として、一走査線の画像信号が出力されるのである。
【００２６】
　図２に戻り、ＣＣＤ駆動回路１１の図示せぬ入力端子は、信号線を通じ、コネクタ１０
ｄの端面から突出する電気コネクタに含まれる何れかの端子に導通している。そして、電
気コネクタを通じて後述するタイミング回路３０から伝達される同期信号及びシャッター
スピードに従い、これら撮像素子駆動信号を生成して出力する。
【００２７】
　操作部１０ｂ上に設けられた切換スイッチ５６は、オペレータにより押下される毎に、
オン信号を信号線２２に印加する。この信号線２２は、操作部１０ｂ及び可撓管１０ｃ内
を引き通されて、コネクタ１０ｄの端面から突出する電気コネクタに含まれる他の何れか
の電極に導通している。
【００２８】
　また、コネクタ１０ｄ内には、この電子内視鏡１０の属性（撮像素子として電子シャッ
ター機能を有するカラーＣＣＤが用いられていること等）を特定する情報を格納したＲＯ
Ｍ２３が内蔵されており、このＲＯＭ２３は、コネクタ１０ｄの端面から突出する電気コ
ネクタに含まれる他の何れかの電極に導通している。
【００２９】
　また、体腔内挿入部１０ａ内には、イメージガイド２０と並行に、処置具チャンネル１
０ｅが引き通されている。この処置具チャンネル１０ｅの先端は、体腔内挿入部１０ａの
先端面に開口し、その基端は、操作部１０ｂの側面に突出して設けられた鉗子口１０ｆに
連通している。
【００３０】
　この処置具チャンネル１０ｅには、各種の処置具を挿入可能であるが、その一つが、レ
ーザー装置１３に接続されているレーザープローブ１４である。即ち、この処理具チャン
ネル１０ｅは、ＰＤＴ用レーザー光を導光するレーザープローブ１４が挿通され得る内径
を有している。
【００３１】
　レーザープローブ１４は、シングルファイバー、若しくは多数の光ファイバーを束ねる
ことによって構成されたものである。但し、ＰＤＴ用のレーザー光としては、可視帯域の
レーザー光が用いられるので、レーザープローブ１４を構成する光ファイバーは、通常の
ガラス製で良い。
【００３２】
　レーザー装置１３は、光源プロセッサ装置１２を構成する後述するシステムコントロー
ル回路４０に接続され、このシステムコントロール回路４０からの指示によって励起する
図示せぬレーザー光源（半導体レーザー等）を内蔵し、このレーザー光源から発したレー
ザー光を、レーザープローブ１４の基端面に導入する。このようにして、レーザープロー
ブ１４の基端面に導入されたレーザー光は、このレーザープローブ１４によって導光され
て、その先端面から射出される。これらレーザー装置１３及びレーザープローブが、対物
レンズ１５の前方に可視帯域のレーザー光を照射するレーザー光学系を構成する。
【００３３】
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　光源プロセッサ装置１２は、内視鏡１０のライトガイド２０の基端面に照明光を導入す
る機能，及び、電子内視鏡１０の電気コネクタを通じて撮像素子１７から受信した画像信
号に対して画像処理を行うことによってビデオ信号を生成してＴＶモニター６０へ出力す
る機能を、基本的な機能として備えている。
【００３４】
　光源プロセッサ装置１２の筐体の正面のパネルには、内視鏡１０の口金２１がその外面
側から挿入されて保持される貫通孔であるソケット１２ａが、設けられている。このソケ
ット１２ａの貫通孔は、光源プロセッサ装置１２の内部空間に通じている。この光源プロ
セッサ装置１２の内部空間内には、ソケット１２ａの中心線に沿って順番に、集光レンズ
２８，シャッタ２５及びキセノンランプ３３が、配置されている。
【００３５】
　キセノンランプ３３は、ほぼ白色の分光特性を有する照明光を、集光レンズ２８に向け
て射出する。
【００３６】
　シャッター２５は、キセノンランプ３３から射出された照明光の光路に図示せぬ羽根を
断続的且つ高速に挿入することにより、照明光の通過を断続させるとともに、後述する自
動調光回路３６からの指示に従い、当該羽根が光路へ挿入される時間の退避時間に対する
比率を変化させることより、通過する照明光の単位時間当たりの平均光量を調整する。
【００３７】
　集光レンズ２８は、その光軸に沿って入射した照明光を、ソケット１２ａに挿入された
口金２１内に保持されているライトガイド２０の基端面に、収束させる。
【００３８】
　また、光源プロセッサ装置１２の筐体の正面側パネルには、内視鏡１０の口金２１がソ
ケット１２ａに挿入された状態において内視鏡１０の電気コネクタに設けられた各端子と
夫々導通する多数の端子からなる電気ソケット（図示略）が、設けられている。
【００３９】
　上述した信号線２２及びＲＯＭ２３に導通した信号線は、電気ソケット（図示略）を構
成する個々の端子を通じて、システムコントロール回路４０に接続される。このシステム
コントロール回路４０には、更に、タイミング回路３０及びレーザー装置１３が、接続さ
れている。
【００４０】
　上述した画像信号ケーブル１９は、電気コネクタ（図示略）を構成する端子を通じて、
初期映像信号処理回路３１に接続される。この初期映像信号処理回路３１は、更に、ホワ
イトバランス回路３２及び映像信号レベル検出回路３４に接続されている。このホワイト
バランス回路３２は、更に、後段映像信号処理回路３５に接続されている。後段映像信号
処理回路３５は、ＴＶモニター６０に接続されているとともに、タイミング回路３０及び
自動調光回路３６に接続されている。タイミング回路３０は、電気コネクタ（図示略）を
構成する端子を通じてＣＣＤ駆動回路１１に接続される他、初段映像信号処理回路３１及
び映像信号レベル検出回路３４に接続されている。自動調光回路３６は、上述したシャッ
ター２５に接続されている。
【００４１】
　システムコントロール回路４０は、ソケット１２ａに電子内視鏡１０が接続されると、
この電子内視鏡１０のＲＯＭ２３からその属性情報を読み出し、この電子内視鏡１０のＣ
ＣＤ１７が電子シャッター機能を備えているか否かを確認する。そして、電子シャッター
機能を備えているＣＣＤ１７である場合には、切換スイッチ５６からオン信号が入力され
る毎に、光源プロセッサ装置１２全体の動作モードを、通常撮影モードとレーザー照射モ
ードとの間で交互に切り換え、切換後の動作モードをタイミング回路３０に通知する。な
お、切換スイッチ５６は、光源プロセッサ装置１２の筐体の正面側パネルに設けられてい
ても良いし、フットスイッチであっても良い。また、電子内視鏡１０のＣＣＤ１７が電子
シャッター機能を備えていない場合には、システムコントロール回路４０は、常時、通常
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モードで動作する。
【００４２】
　システムコントローラ２４は、レーザー装置１３に対して，通常撮影モード下において
はレーザー光の射出を停止させ、レーザー照射モード下においてはレーザー光を射出させ
る。
【００４３】
　初期映像信号処理回路３１は、ＣＣＤ１７から入力される映像信号（ＣＧＭＹカラーア
ナログ信号）をＡ／Ｄ変換した後に、ＣＧＭＹ－ＲＧＢマトリックス演算を施すことによ
り、ＲＧＢカラーデジタル信号に変換して、ホワイトバランス回路３２及び映像信号検出
回路３４に夫々伝達する。ホワイトバランス回路３２は、入力されたＲＧＢデジタル信号
に対して所定のホワイトバランス補正処理を施すことにより、ホワイトバランス調整をし
た後に、後段映像信号処理回路３５に伝達する。後段映像信号処理回路３５は、入力され
たＲＧＢデジタル信号に対してガンマ補正処理，エンハンス（輪郭強調）処理を施した後
に、Ａ／Ｄ変換処理し、変換後のＲＧＢアナログ信号に対してＹ，Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙマトリ
クス処理を行うことによりコンポーネント映像信号（Ｙ，Ｃｂ，Ｃｒ）に変換し、更に、
二つの色差信号（Ｃｂ，Ｃｒ）に対してクロマ処理を行うことによりＹ／Ｃセパレート信
号に変換し、更に、ＮＴＳＣコンポジット信号に変換する。そして、後段映像信号処理回
路３５は、ＴＶモニター６０の種類に応じて、ＲＧＢデジタル信号，ＲＧＢアナログ信号
，Ｙ／Ｃセパレート信号，ＮＴＳＣコンポジット信号（Video信号）を、当該ＴＶモニタ
ー６０に繋がる映像出力端子に、出力する。また、後段映像信号処理回路３５は、コンポ
ーネント映像信号中のＹ信号を、自動調光回路３６へ伝達する。
【００４４】
　自動調光回路３６は、入力された１フレーム分のＹ信号のピーク値，平均値，若しくは
中心近傍部のピーク値又は平均値と所定の参照値とを比較して、前者が後者よりも高けれ
ばシャッター２５の羽根が光路へ挿入される時間の退避時間に対する比率を下げ、前者が
後者よりも低ければ上記比率を上げる。
【００４５】
　他方、映像信号検出回路３４は、前段映像信号処理回路３１から入力されたＲ信号と所
定の参照値とを比較して、タイミング回路３０に対して、前者が後者よりも高ければ電子
シャッタースピード（上述した電子シャッターパルスの立ち上がりに因る電荷のリセット
後読み出しタイミング信号の立ち上がりまでの電荷の蓄積時間）を短くするように指示し
、前者が後者よりも低ければ電子シャッタースピードを長くするように指示する。映像信
号検出回路３４に入力される映像信号がＹ信号でなくＲ信号で足りる理由は、レーザー照
射時には、レーザー光の光量が照明光よりも大きいために、映像の分光特性が赤に偏るか
らである。
【００４６】
　タイミング信号回路３０は、ＣＣＤ駆動回路１１，前段映像信号処理回路３１及び後段
映像信号処理回路３５に対して、処理の同期を取る基準となり１フレームに相当する時間
を画する１／３０周期の同期信号を伝達するとともに、ＣＣＤ駆動回路１１に対して、シ
ステムコントロール回路４０から通知された動作モードが通常撮影モードである間は、電
子シャッターパルスの生成を停止させ、レーザー照射モードである間は、映像信号レベル
検出回路３４が指示に応じて電子シャッタースピードを決定し、決定した電子シャッター
スピードをＣＣＤ駆動回路１１に通知する。これら映像信号レベル検出回路３４及びタイ
ミング信号回路３０が、ＣＣＤ１７から出力される映像信号に基づいて、当該映像信号が
ハレーションを生じないレベルとなる電子シャッタースピードを算出する電子シャッター
スピード算出部を、構成する。
【００４７】
　ＣＣＤ駆動回路１１は、タイミング回路３０から伝達された同期信号に基づいて垂直駆
動信号及び水平駆動信号を生成し、夫々、ＣＣＤ１７のＶdriv端子及びＨdriv端子に入力
する。また、各垂直帰線期間中のタイミング，及び、各垂直帰線期間同士の中間のタイミ
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ングで、夫々、各フレームを二つのフィールドに区切る読み出しタイミング信号を生成し
て、ＣＣＤ１７のＴＧ端子に入力する。
【００４８】
　そして、ＣＣＤ駆動回路１１は、通常撮影モードにおいては、電子シャッターパルスの
生成を停止する。その結果、ＣＣＤ１７の受光部における各フォトダイオードにおける電
荷の蓄積は、図６（ｂ）に示すように、読み出しタイミング信号（パルス）の立ち下がり
によって開始され、受光量に応じて、次のパルスの立ち上がり時点までの間になされる。
即ち、この場合における蓄積時間（レーザー照射モードにおけるシャッタースピードに相
当）は、（１／６０－パルス幅）秒となる。なお、上述したように、図６（ｂ）は、従来
例においてフォトダイオードが飽和する状態を示しているものであるが、通常撮影モード
において自動調光回路３６が正常に機能している場合には、電荷蓄積量が、パルスの立ち
上がりの時点までに飽和してしまうことはない。
【００４９】
　一方、ＣＣＤ駆動回路１１は、レーザー射出モードにおいては、読み出しタイミング信
号のパルスの入力タイミングまでの蓄積時間がタイミング信号回路３０によって通知され
たシャッタースピードと合致するタイミングで、電子シャッターパルスを生成して、ＣＣ
Ｄ１７のＶsub端子に入力する。即ち、図４に示すように、読み出しタイミングがLowであ
る期間内に（図４ａ）、電子シャッターパルスが入力された場合（図４ｂ）、通常撮影モ
ードの場合と同様に読み出しタイミング信号のパルスの立ち下がりによって電荷の蓄積が
開始されるが、上述したように、電子シャッターパルスの立ち上がりによって一旦リセッ
トされ、その下がりによって電荷蓄積がゼロから再開され、次の読み出しタイミング信号
のパルスの立ち下がりまでの間に蓄積された電荷が、伝送部に伝送される（図４ｃ）。従
って、この場合における蓄積時間（シャッタースピード）は、電子シャッターパルスの立
ち下がりから次の読み出しタイミング信号の立ち上がりまでの時間となる。但し、読み出
しタイミング信号の立ち下がりから電子シャッターパルスの立ち上がりまでの間が開くと
、その間に、電荷が飽和してしまって、その状態が長時間にわたって維持されることに因
り、ＣＣＤが劣化したり、蓄積時間始期時に電荷を完全にリセットできないというという
問題が生じる。そのため、図５ｂ～ｄに示すように、ＣＣＤ駆動回路１１は、蓄積時間外
においても、水平帰線期間（水平ブランキング期間）毎に、電子シャッターパルスを生成
してＣＣＤ１７のＶsub端子に入力することにより、フォトダイオードをリセットして電
荷の飽和を防止し、これにより、上述した問題の発生を防止しているのである。なお、こ
のように多数の電子シャッターパルスがＣＣＤ１７に入力されても、図５ｃ～ｅに示され
るように、最後の電子シャッターパルス（即ち、蓄積期間の始期を画する電子シャッター
パルス）を除いて、その入力タイミングは水平帰線期間（水平ブランキング期間）内に収
まっているので、出力端子から出力される出力信号にノイズ（スパイク）が混入する問題
は、生じることがない。
【００５０】
　以上のように構成された本実施形態を用いてＰＤＴを行う場合、術者は、ＴＶモニター
６０上に表示されている可視像を見ながら、電子内視鏡１０を操作することによって、そ
の体腔内挿入部１０ａの先端面を腫瘍部位を内包する体腔内壁に対向させる。次に、術者
は、切換スイッチ５６を押下することによって、光源プロセッサ装置１２の動作モードを
通常撮影モードからレーザー照射モードに切り換える。
【００５１】
　すると、レーザープローブの先端から、照明光よりも十分に光量の大きい赤色帯域のレ
ーザー光が射出され、それによって腫瘍部位に対するＰＤＴの処置がなされるが、体腔内
壁にて反射した当該レーザー光の反射光の一部が、電子内視鏡１１の対物レンズ１５を介
してＣＣＤ１７の受光部に入射するので、そのままでは、ＣＣＤ１７から出力される出力
信号にハレーションが生じてしまう。
【００５２】
　しかしながら、ＣＣＤ１７のＶｓｕｂ端子には、各フィールド毎に、その始期を区切る
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読出タイミング信号の立ち下がり後の水平帰線期間（水平ブランキング期間）毎に電子シ
ャッターパルスが入力され、更に、その終期を区切る読出タイミング信号の立ち上がり時
点を基準として所定蓄積時間（タイミング回路３０によって指示されたシャッタースピー
ドに相当する蓄積時間）だけ遡ったタイミングにて電子シャッターパルスが入力される。
従って、蓄積期間の開始までにＣＣＤ１７の受光部を構成する各フォトダイオードが飽和
することはなく、蓄積期間は各フォトダイオードがリセットされた状態から開示する。こ
の蓄積時間は、映像信号レベル検出回路３４がＲ信号の強度を所定参照値と比較すること
に依って決定した指示に応じてタイミング回路３０が決定したシャッタースピード（即ち
、各フォトダイオードが飽和しない為にハレーションを生じることのないシャッタースピ
ード）と合致している。なお、この蓄積時間中に電子シャッターパルスが生成されること
はない。よって、この蓄積時間中に各フォトダイオードが飽和することはないので、その
間に蓄積された電荷が後者の読み出しタイミング信号によって転送部に転送され、その後
出力端子から出力されても、その出力信号がハレーションを生じることはない。
【００５３】
　よって、本実施形態によると、対物レンズとＣＣＤ１７との間に赤色帯域の光を遮断す
るレーザーカットフィルターを介在させる必要はないので、電子内視鏡の通常観察時にお
ける色再現性が劣化することはないし、体腔内挿入部１１ａの先端が大径化することもな
い。また、ＴＶモニター上に映像を表示するための撮像をしている間もレーザー照射を継
続できるので、ＰＤＴの処理時間が延びることもない。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の実施形態である電子内視鏡装置の外観を示す外観図
【図２】電子内視鏡装置を構成する電子内視鏡及び光源プロセッサ装置の内部構成を示す
概略図
【図３】ＣＣＤの各端子を示す図
【図４】ＣＣＤに入力される各信号のタイミング等を示すタイミングチャート
【図５】ＣＣＤに入力される各信号のタイミング等を示すタイミングチャート
【図６】従来のフォトダイオードの蓄積を示すタイミングチャート
【図７】レーザー光及びレーザーカットフィルタの分光特性図
【符号の説明】
【００５５】
　　　１　　電子内視鏡装置
　　１０　　電子内視鏡
　　１１　　ＣＣＤ駆動回路
　　１２　　光源プロセッサ装置
　　１３　　レーザー装置
　　１４　　レーザープローブ
　　１５　　対物レンズ
　　１７　　ＣＣＤ
　　３０　　タイミング回路
　　３１　　前段映像信号処理回路
　　３４　　映像信号レベル検出回路
　　３５　　後段映像信号処理回路
　　６０　　ＴＶモニター
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